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結論

ピラミッド型構造物は
人間から発しているエネルギーを変換している

（第１,２,３,６論文）

ピラミッド型構造物には
潜在的なパワーが存在している

（第７,８論文）

バイオセンサの特徴を解明
（第４,５論文）
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実験で使用しているピラミッド型構造物（PS）

設置 2009/11/24 15:00



バイオセンサ(食用キュウリ切片)の準備
PS頂点とPSに対する較正基準点へのバイオセンサの設置



PS頂点 較正基準点

PS頂点とPSに対する較正基準点へのバイオセンサの設置
(模式図)

被験者



PS内での瞑想(ヘミシンク)条件

(1)瞑想時間：１回３０分

(2)瞑想回数：午前３回、午後３回（基本）

(3)PS頂点のバイオセンサを、
意識しないで瞑想

(4)PS内に入る被験者は唯一、坂本政道のみ

(5)被験者は瞑想後、瞑想中の状態
（眠気等）を記録した
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ピラミッドパワー
(バイオセンサに対するピラミッド効果)

を定量化するサイ指数(Ψ index : Ψ=100J)

サイ指数
Ψ1=100ln(GE1/GC1)
Ψ2=100ln(GE2/GC2)
Ψ3=100ln(GE3/GC3)
Ψ4=100ln(GE4/GC4)

較正したサイ指数
Ψ1(E-CAL)=Ψ1-(Ψ3+Ψ4)/2
Ψ2(E-CAL)=Ψ2-(Ψ3+Ψ4)/2

ΨE-CAL=(Ψ1(E-CAL)+Ψ2(E-CAL))/2

ΨE-CAL : ピラミッド効果の大きさを表す
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第一論文 [1]

“Meditator’s non-contact effect on cucumbers”

「瞑想者のキュウリへの非接触効果」

International Journal of Physical Sciences 8(15),647-651 (2013)  掲載

1. 食用キュウリ切片をバイオセンサとして使
用、バイオセンサを設置する時間は30分間

2. ピラミッド型構造物(PS)の中に被験者入る
前(pre2)、PS内で瞑想中(med)、瞑想後PS
から被験者が出た後(post1)の比較で、生体
センサから発生したガス濃度に、大きな差(約
20%)が検出された

3. PS内に被験者が居る場合と居ない場合を
比較した場合、実験結果が偶然に発生する確
率は、１００億分の１程度

4. PS内で瞑想した被験者がバイオセンサに
影響を与えているという現象の存在を実証し
た

n=36, 99%信頼区間

[1]原著 [1]日本語訳

http://www.a-iri.org/iri-jp/takagi-pyramid-paper1E.pdf
http://www.a-iri.org/iri-jp/takagi-pyramid-paper1J.pdf


2013年第8巻4月号 (2013/4/12 受理)
第１論文 [1] [1] 原著 [1] 日本語訳
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第２論文 [2]
“Discovery of an Anomalous Non-contact Effect with a Pyramidal 

Structure”

「ピラミッド型構造物が関与した特異な非接触効果の発見 」
International Journal of Sciences 4(5),42-51 (2015) 掲載
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1. 瞑想後(post1, post2, post)、遅延をともなったピラミッド効果が検出された
(med,post1 : p=3.5×10-6) ピラミッド効果が、瞑想後十数日間検出された

2.ピラミッド型構造物(PS)が、エネルギー変換装置であると結論した

SE SE

[2] 原著 [2] 日本語訳
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2015年 第4巻5月号 (2015/5/17 受理)

第２論文 [2] [2] 原著 [2] 日本語訳
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第３論文 [3]

“An Unknown Force Awakened by A Pyramidal Structure”

「ピラミッド型構造物による未知なるフォースの発現 」

International Journal of Sciences 5(6),45-56 (2016)  掲載

ピラミッド効果の発生要件の特定

ピラミッド構造物(PS)はエネルギー変換装置

PS内部に入り、被験者が瞑想した場合
(フォースタイプII)のエネルギーを蓄積

↓
蓄積したエネルギーを別のエネルギーに変換

↓
変換されたエネルギーがバイオセンサに影響
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[3] 原著 [3] 日本語訳
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第３論文 [3]
2016年 第5巻6月号 (2016/6/10 受理)

[3] 原著 [3] 日本語訳
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第４論文 [5]
“Discovery of Seasonal Dependence of Bio-Reaction Rhythm with 

Cucumbers ” 

「キュウリの季節に依存した生体反応リズムの発見」

International Journal of Science and Research Methodology 9(1),163-175 (2018)  掲載

キュウリ切片の切断面から放出さ
れるガス濃度に周期性があること
を実証

結論

放出されるガス濃度

夏期は1周期が6時間

冬期は1周期が24時間の周期性が
あることを発見した

■：夏 ■：冬

99%信頼区間

[5] 原著 [5] 日本語訳
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第4論文 [5] [5] 原著 [5] 日本語訳
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第５論文 [6]
“Relationship between Gas Concentration Emitted from Cucumber 

Cross Section and Growth Axis ” 

「キュウリ切断面から放出されるガス濃度と成長軸の関係 」

International Journal of Science and Research Methodology 9(2),153-167 (2018)  掲載

キュウリ切片の切断面
の方向の違いによるガ
ス放出の特徴

切断面の方向(成長軸に
対して同方向か逆方向)
の違いによるガス放出
の違いを検証した

E:切断面の方向が成長軸と同
方向

C:切断面の方向が成長軸と逆
方向

[6] 原著 [6] 日本語訳
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第５論文 [6]

結論3
ln(E/C)が概日リズム（1周期が24h）や複数の
周期変動（1周期が12h,4.8h,1.8h）が合成した波
形で振動していることを発見

結論１
E<Cとなることが実証された

結論2
ln(E/C)の値が昼と夜とで有意差があるこ
とを発見
(p=1.5×10-6; 昼 n=1292 夜 n=525)

99%信頼区間 99%信頼区間

[6] 原著 [6] 日本語訳
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第5論文 [6] [6] 原著 [6] 日本語訳
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第６論文 [7]
“Discovery of an Unexplained Long-distance Effect Caused by the 

Association between a Pyramidal Structure and Human 
Unconsciousness” 

「ピラミッド型構造物と人間の無意識との関連による未知なる遠隔作用の発見」
Journal of International Society of Life Information Science 37(1),4-16 (2019)  掲載
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← 6:40

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ 被験者がPSの内部に入る前
（被験者は6 km以上離れた
自宅に居た）に検出された、
未知なる遠隔作用の特性

(a) ΨE-CALの分布 (n=213)
(b) ΨE-CALの時間平均(60分窓) 

6:40は被験者の平均起床時刻

結論
6 km以上離れた人間の無意
識をPSが捉え、バイオセン
サに影響を与えるピラミッド
効果が実験によって実証され
た

[7] 原著 [7] 日本語訳
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第６論文 [7] [7] 原著 [7] 日本語訳
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第７論文 [8]
“Potential Power of the Pyramidal Structure” 

「ピラミッド型構造物の潜在力」
Natural Science 11(8), 257-266 (2019)  掲載
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ピラミッド型構造物 (PS)と「人間が関連しなかった」条
件の下でのPSのバイオセンサに対するピラミッド効果

実験条件
(1)PS内部に人間(被検者)が入っていない状態で行なわれ
た
(2)実験前、20日間以上PS内部に人間が入っていない状
態で行なわれた
(3)実験後は、少なくとも48時間はPS内部に人間が入っ
ていない状態が保たれた

結果
夏データで、PSの潜在的な力の存在が1%有意で実証さ
れた。夏期データと冬期データ(p=6.0×10-3)

結論
PSの潜在的な力(バイオセンサに影響を与える「ピラ
ミッドパワー」)が存在していることが実験によって実証
された

n=468

n=252

n=216

99%信頼区間

[8] 原著 [8] 日本語訳

http://www.a-iri.org/iri-jp/takagi-pyramid-paper8E.pdf
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第７論文 [8] [8] 原著 [8] 日本語訳

http://www.a-iri.org/iri-jp/takagi-pyramid-paper8E.pdf
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第8論文 [11]
“Potential Power of the Pyramidal Structure II” 

「ピラミッド型構造物の潜在力 II」
Natural Science 12(5), 248-272 (2020)  掲載

PSの潜在力の特性
PS頂点に置かれた、上段と下
段のバイオセンサに対するピ
ラミッド効果の違いを解析

2段に重ねた上下の違いを較正
可能としたΨ(E-CAL)Layerを導入
Ψ1(E-CAL)Layer1=Ψ1(E-CAL)-Ψ3(C-CAL)=Ψ1-Ψ3
Ψ2(E-CAL)Layer2=Ψ2(E-CAL)-Ψ4(C-CAL)=Ψ2-Ψ4

結論
下段(PSから近い方)よりも上
段(PSから遠い方)のバイオセ
ンサに対するピラミッド効果
が大きいという驚くべき結果
を得た

n=468
99%信頼区間

●：p=2.5×10-5

■：p=4.0×10-7

[11] 原著 [11] 日本語訳

http://www.a-iri.org/iri-jp/takagi-pyramid-paper11E.pdf
http://www.a-iri.org/iri-jp/takagi-pyramid-paper11J.pdf


第8論文 [11] [11] 原著 [11] 日本語訳

http://www.a-iri.org/iri-jp/takagi-pyramid-paper11E.pdf
http://www.a-iri.org/iri-jp/takagi-pyramid-paper11J.pdf


プロシーディング 01 [4]
“Necessary Conditions for An Anomalous Phenomenon Discovered 

with A Pyramidal Structure” 

「ピラミッド型構造物で発見された特異な現象の発生要件」

Journal of International Society of Life Information Science 34(2),154-161 (2016)  掲載

要旨：ピラミッド効果を科学的に究明し応用する、これが我々の目的である。2013 
年、我々は ピラミッド型構造物（pyramidal structure: PS）の頂点に置かれた生体
センサ（キュウリ切片）に 対する非接触効果を、ガス測定法による厳密な実験と解
析によって非常に高い統計精度で実証した。2015 年、瞑想後のピラミッド型構造物
内に瞑想者が居なくなった状態で、非接触効果を 十数日間という非常に長期にわ
たって検出した。この実験結果から“ピラミッド型構造物が関与 した遅延を伴う特
異な非接触効果”という全く新しい現象の存在を実証した。2016 年、ピラミッ ド型
構造物で発見された特異な現象に関する発生要件を明らかにした。瞑想者と PS の
実験条件を変化させておこなった検証実験の結果、瞑想期間では瞑想者の有無、PS 
の有無に関わらず、 非接触効果が検出できないことを実証した。さらに瞑想期間に
PS 内に瞑想者が居たという条件の時にのみ、瞑想期間後に非接触効果が有意に検出
されることを実証した。この研究成果は、 2015年に提案した非接触効果の発現に関
するピラミッド効果の仮説の正当性をより高める結果 となった。
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要旨：我々はピラミッド型構造物 (pyramidal structure: PS)の未知なる機能について2007年以来、10年以
上研究を続けている。PSの研究方法として、PS内部に人間が入り瞑想をした。PSの未知なる機能を明らか
にする手段として生体センサ (キュウリ果実切片) から放出されたガス濃度を測定した。生体センサの作成、
設置、ガス測定は、零点同時補正法 (simultaneous calibration technique: SCAT) によって行われた。この
方法は、国際総合研究機構 (International Research Institute: IRI) で研究開発され、ヒーラーに関わる多く
の研究成果を得ている。ピラミッド型構造物と人間とが関わった実験において、次の2つの結果を得ること
が出来た。(1) PS内部に人間が入り瞑想する以前に、人間の無意識 (フォースタイプI) による、生体センサに
対する未知なる遠隔作用 (6 km以上離れた地点から生体センサに対して、遅延なく影響を与える長距離の非
接触効果) が検出された。(2) PS内部に人間が入り瞑想した後、人間による何らかの影響 (フォースタイプII) 
によって、10日間以上続く遅延を伴った非接触効果 (PS内部の人間と生体センサの距離が0.5 mである短距
離の非接触効果) が検出された。これらの結果から、ピラミッド型構造物と人間との関わりにおいて、人間
から発する2つの異なるフォースタイプがあることが示唆された。しかし、2つの異なるフォースタイプは、
PSによって変換速度は異なるが、どちらも生体センサが反応し得るエネルギーに変換され、非接触効果とし
て検出されたと考えられる。ピラミッドパワー (効果) に関する学術的な研究において、統計的に高い有意性
のある実験データを示した研究は、我々のグループ以外では皆無である。
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